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[緒言]	 現在、粒子線の線量測定には電離箱線量計やラジオクロミックフィルム(RCF)が使

用されている。しかし、電離箱線量計は 1点毎の測定のため線量分布測定に手間と時間がか

かり、RCF は繰り返し使用することができないためコストがかかる。そこで、我々は BeO

セラミックス板の熱蛍光特性を利用した、高空間分解能且つ繰り返し使用可能な粒子線用

の 2 次元線量計の開発を進めている。先行研究 1より、粒子線に対する BeO セラミックス

板の線量応答性が優れていることが明らかとなっている。また、TL効率が各粒子線で異な

ることから、LETによる依存性が示唆されている。そこで、本研究では陽子線のビーム飛程

を調整して照射を行い、BeOセラミックス板の詳細な LET依存性について調査した。 

[方法]	 量研機構放医研の HIMAC を用いて、10×10×1 mm3 の BeO セラミックス板

(Thermalox995)に陽子線を 1 Gy照射した。ビーム飛程の調整にはバイナリフィルタを用い、

LETを変化させて照射を行った。バイナリフィルタから LETへの算出はモンテカルロシミ

ュレーションを用いて求めた。グロー曲線の測定は昇温速度 0.1 ℃/sで行い、得られたグロ

ー曲線から蛍光量を求め、LET依存性を調査した。 

[結果・考察]	 Fig.1に BeOセラミックス板の LETと TL効

率の関係を示す。BeOセラミックス板は 160 ℃と 270 ℃ に

2つのグローピークを持つため、160 ℃ (low)、270 ℃ (high)、

全積算 (total)の 3つの成分に分類し、TL効率を求めた。TL

効率は、X線 1 Gyの蛍光量で規格化した。その結果、TL効

率は LET の増加とともに上昇し、特に低温側の TL 効率は

大きく変化した。また、3 keV/µm 以上では大きな変化が見ら

れなかった。これまでに報告されている TLD-Al2O3:Cr, TLD-BeO:Na, TLD-Mg2SiO4:Tb, RPL 

glass では、8 keV/µm 以下での TL・RPL 効率の顕著な上昇が見られなかったが、BeO セラ

ミックス板の TL効率は、他のドシメータ材料と比較して特異的な傾向を示した。今後は He

線、C線で同様の実験を行い、より詳細な LET依存性について調査していく。 
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Fig.1 BeOセラミックス板の TL効率 
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